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日韓境域の移動方法
一現在の海路を中心に-
松 本 誠
日韓の聞には海がある。そこに橋や海底トンネルを通そうという構想は過去にあったが、実現さ
れていないので、そこを往来するには海を渡るか、空を飛んで、いくしかない。空路については、イ
ンターネットで容易に調べがつくので、本稿では省略し、以下、海路について検討する。
海を渡る航海術については、人力だけから、ハイテク利用までいろいろとある。
1 .人力による渡海
最初に記述する対馬の手漕ぎ和船の例と、シーカヤックは、現在日韓間で普通に行われている、
海を渡る方法というのではない。動力船時代の前に人力、手で漕ぐという方法でどう海峡を渡りえ
るか、を窺い知るために参照する。
釜山 福岡聞のヨットレ}スは恒例化しており、それについても触れておく。
対馬・釜山友好親善の船
1982年(昭和57) に上対馬町(1)と釜山市影島区が友好関係を結んだ。上対馬町は対馬北部に位
置し、韓国に一番近い。それから 4年後に、上対馬町観光協会と、対馬・釜山友好親善の船実行委
員会が主催して、手漕ぎ船による海峡横断を試みた。
この準備段階で、対馬の材木舟(筏舟)、済州島・中国苗族の筏舟や、近世和船各種が調べられ
た。そして、磯船という型の和船が選ばれ、建造された。これは船長10メートル、船幅2メー トル、
2トンほどの大きさで、船室や屋根をもたない構造である。七丁櫓(同時に 7人で漕ぐ)を備え、
横断実行の際には、 14名の漕ぎ手が30分ずつ交代で立ちながら漕いだ。
長崎大学水産学部の柴田恵司教授・高山久明講師は対馬海峡の潮汐を分析し、定常速力 1~2 ノッ
トであれば、渡海が可能で、あるとした(2)。
1ノットは時速1，852メートルである。七丁櫓の磯船は 5ノットと計算され、仮に平均4ノット
で進むとすれば、約53キロの距離は 7時間で渡れる計算となる。実際には潮流、風雨の影響もあり、
直線で進むわけではないので、もっと時間を要する。
1986年6月10日、 6時に上対馬町河内港を出港し、 15時5分釜山市影島区にある海洋大学埠頭に
接岸した。 9時間をかけて、渡海を成し遂げた。予想より 1時間少なかったという。
対馬では昭和初期まで櫓こぎ舟で実際に韓国に渡ることがあった。通常は機械船を利用する時代
になっていたが、それが使えない、いざ緊急、の場合の時に櫓こぎ舟が使われた、という (3)。それ
が1986年頃までには、漁師も櫓をこぐようなことがなくなり、しかも集められた漕ぎ手の大半が公
務員、教員などで、海をよく知る漁師で、はなかった。「朝鮮海峡は流れも波も激しいのに、もしも
のことがあったら、どうするの」と、時代離れの企画に強く中止を訴える人も居た。そんな中、皆
が櫓こぎ、操船の練習を積み上げた上での実行であった。随伴船、ヘリコプターも見守る中、天候
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七にも恵まれて、無事に成功した。
翌1987年 7 月 5 日にも同じ航海が行われた。この時は、カヌ ~27艇も伴走した (4)。それを伝える
『読売新聞』記事によると、「川下り用の組み立て式フアルトボート(長さ 2メートル)22艇と、外洋
用の朝り抜き型オーシャンカヤック(長さ 5メートル) 5艇」という (5)。カヌーは転覆しでも、直し
やすいという。転覆すれば全身ずぶぬれになるが、人力渡海を可能にする船種である。
シーカヤックによる外洋渡海
2008年夏、シーカヤックで八丈島から三浦半島・鎌倉まで約300キロの伊豆諸島縦断の渡海に成
功した、という報道があった。八丈島で発行されている『南海タイムスj(2008年6月6日号)に
よると、 33歳の探検家・八幡暁氏がシーカヤックで、 5月28日4時15分に八丈島を出発、途中、御
蔵島 (28日22時着。 29日6時30分発)、三宅島 (29日11時着。 6月1日6時発)、大島(1日20時20
分着。 2日4時発)に立ち寄り、三浦半島久留和海岸(着時間未詳。 2日13時発)を経て、鎌倉に
2日15時到着した。
黒潮は流れをよく変え、八丈島の北を流れたり、南を流れたりする。この夏の「黒潮流路図」を
見ると、黒潮はずっと八丈島の南を流れていたこと、台風の影響は鎌倉到着後に大荒れになり始め
たことなど、航海の条件にも恵まれたという。それにしても、八丈島の北30キロにある浅瀬の辺り
10キロは荒れたらしい。黒潮がそこを流れたら相当に荒れる。
単独の渡海で、伊豆諸島の縦断の成功は初めてだと『南海タイムス』は記している。
シーカヤックの参考書(山と渓谷、 2005)によると、シーカヤッキングは1980年代末にカナダと
イギリスから日本に入札 1990年代初頭に普及した。同書では何月頃がツーリングに適するか、不
適かのカレンダーと、北海道・礼丈島から沖縄・慶良間諸島まで、全国55箇所の沿海・島慎地域の
地図とコースガイドが詳しく載っている。シーカヤックを運ぶ自動車の駐車場、出発・キャンピン
グの適地、潟、区・潮流への注意事項など調べ尽くされているようである。
カヤックの積載力は意外とあり、キャンピング用品一式一一テントや、コンパクトなテーブルさえも
積める。一人乗りの一般的な大きさは、長さ 5メートル、幅60センチ、重さ20キログラム以上。コ}ス
ガイドに見える距離と所要時間を眺めると、およそ 1時間に4キロメ}トル位の速度を示している。
アウトドアのスポーツとして行われているが、シーカヤッカーズによる水産物の密漁も各地の漁
協関係者の間で監視対象として注意される傾向も出てきているようである。
船種は変わるが、ポリネシアでは昔からアウトリガー付きのカヌーが外洋航海に使われてきたこ
とが知られている。しかし、このタイプの舟は日本近海では普及していない。
ヨットによる渡海
1973年から 2年に 1回、博多一釜山の聞で「アリランレース」というヨットレースが現在まで続
いている。玄海ヨットクラブが公開しているレース記録をみると、各回の優勝タイムは、 9時間50
分 (2001年)から35時間45分まで、大きな聞きがある (6)0 20時間前後の記録で優勝している回数
が多い。
ヨットに比べると、やはり動力船は速いようである。
2.動力船による渡海一一釜山で見た最新日本航路を中心に
( 1 )福岡から釜山ヘ
関釜フェリーは夕方に乗船して、船中で一泊し翌朝に上陸する。それに比べ、福岡一釜山間を結
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ぶ高速船は約3時間で到着する速さである。この高速船は水中翼をもち、速度が増すと、船体が浮
き上がり、船体が水から受ける抵抗を減らし、高速で海上を走る。
実際に福岡から乗船して、釜山に向かう途中、船長の船内アナウンスでは「時速83キロ、海上波
高2.5メートル」と聞いた。船の仕様を表す船内掲示によると、航空機製造で有名なボーイング社
製とのこと。
客室は一階、二階にある。進行方向に向かつて座席が横に並べられ、船内はさながら劇場の様で
ある。二階は上がって見ていないが、一階の場合、通路以外は椅子が横に並んで、いる状態で、やや
狭い感じをいだく。航行中は各自シートベルトを付けて席に座しているよう求められる。トイレに
行ったり、飲み物を買いに行ったりはできるが、船内は飛行機と同じようなルールである。船内を
歩き回って、どういう船か、目で知る楽しみが消えてしまった。
「鯨らしいものにぶつかった」と報道されたことが、記憶に新しい。鯨でなくとも、木材、その
他の大きな漂流物に当たるとどうなるか、の不安も覚える。しかし、往復とも無事であった。波が
14 ~ 5メートル」とアナウンスされた時もあり、それでは翼も海上に飛び出して、次に大きな衝
撃を受けて着水するか、と恐れもしたが、幸いそういうショックも受けなかった。全体に筆者とし
てはこの高速船の乗り心地は快適だ、ったが、船酔いしていた人はそこここに見え、女性の客室乗務
員が恒吐受けの袋をあちらにこちらに配りまわっていた。酔いやすい人には、向かない船のようで
ある。
往復とも KOBEE号であった。これは韓国側の会社の持ち船で、日本側のは BEETLE号である。
往復とも対馬はよく見えなかった。帰路、左側に沖ノ島が見えた。海上に自主立する小島で、ここに
神社があり、それを守る人びとがその島に住むだけということは、境域の緊張を象徴していると思
われた。
( 2 )釜山港
「釜山港に帰れ」という歌があるが、釜山港に帰る場合、広い釜山港のどこに帰るのか。
到着した釜山港であれこれ入手した観光パンフレットの中に、釜山広域市が作った観光案内地図
があった。それには影島と五六島の聞を奥に入った所に釜山港があり、第八埠頭までの埠頭が見え
る。それ以外に広大なコンテナターミナル、国際クル}ズターミナルも見える。
第一埠頭の西方に沿岸フェリーの発着場がある。船着場は互いに近くても、沿岸旅客ターミナル
と国際旅客ターミナルの建物は隣接してはいない。
釜山港のさらに西に釜山南港、その西に甘川港、多大浦港があり、洛東江の河口に至る。さらに
その西に加徳島があり、そこには大きな釜山新港がある。
一方、釜山港の東側は、広安里海水浴場、海雲台海水浴場があり、その聞にヨットハーパー、ヨッ
ト競技場がある O
この地図に「第一埠頭」と記載は無いが、「国際旅客ターミナル」が第一埠頭に当たる。戦前の
関釜連絡船もこの埠頭に発着していた。釜山に港は多く、広大で、あるが、船客として釜山に帰ると
すれば、釜山港第一埠頭の「国際旅客ターミナル」である。
( 3 )釜山と日本の聞の船客の交通状況
2008年10月現在、釜山港第一埠頭からは、下関、門司、福岡、対馬、大阪、金沢への定期航路がある。 六
釜山港から日本以外の外国への定期航路は、近年まで中国・ロシアとの聞にもあったのが、現在
は木浦港・束草港へ移った。それで、釜山港の国際旅客タ}ミナルは、現在では日本向けの船便の
乗降客が集まるだけになっている。
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釜山港からの日本行き旅客船
目 定員 2等料金
j的巷 船会社名 船名 (人) 運行頻度 (大人、片道、ウォン)
釜関FERRY SeongheeC星希) 562 
下関 毎日 1回 85.000 
関釜フェリー欄 はまゅう 460 
金沢 Pan Star Cruise 司叶(ハニー) 510 週1回 145.000 
Dream 681 16，000 大阪 Pan Star Cruise 毎日 1図 (円)Sunny 683 
Kobee 222 
未来高速
Kobee 3号 229 株式会社 1日
95，000 I 福岡 Kobee 5号 223 4~8 回
JR九州高速船
Beetle 200 株式会社
福岡
高麗フェリー
Camellia 522 毎日 1回 80，000 株式会社
門司 C & CRUISE KC BRIDGE 542 週6回 80，000 2008.6.21就航
Dream Flower 300 1日
対馬 側大亜高速海運 1~4 回 65.000 
Sea Flower 37 火曜運休
表 1
これは上表に掲載した各船の定員を 1 日分でおおまかに合計すると、約4，000~5，000人となる。
航空機が日韓間で1日に運びうる客数に比べると、かなり少ない数であろう。
〈釜山一下関〉航路ーフェリー
日韓聞の代表的な航路である。この航路を維持する船会社は日韓双方にあり、それぞれ別の船を
所有する。韓国側は釜関 FERRY(本社は釜山市)の (SEONGHEE(星希)号〉、日本側は関釜
フェリー株式会社(本社は下関市)のくはまゅう号〉である。
イ 運行スケジ、ユール
案内パンフレットに出航時刻、到着時刻の記載は見当たらない。
手続時間ロ
関下
?
釜
1 0:30~ 15:30 13:00~ 17:30 乗用車手続
手荷物手続
乗船手続
14:00~ 18:00 
五
18:00~ 18:20 
なお、これとは別に、釜山港は18:00までに、下開港は17:00までに来て、乗船申請をするように、
また乗用車は 7日前までに予約するようにと、案内パンフレットに注意書きが見える。
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18:30~ 19:00 
ノ、 旅客運賃(ウォン)
定員 片道 往復
特別室(スイート) 2室x2名 236，000 456.000 
特等室(デラックス) 8室x2名 160，000 304，000 
1等室A (洋)
26室x2名
12室x4名
8室x4名
115，000 218，000 
1等室A (韓)
2室x3名
2等室 404名 85.000 161，500 
ルームチャージ(定員未満で客室を利用する際の割増料金)
等級 ルームチャージ料金
ホ
特等室(デラックス) 2人室 1人利用時 40，000 
2人室 1人利用時 20，000 
1等室A
3人室 1人利用時 40，000 
4人室 1人利用時 60，000 
4人室2人利用時 40，000 (一人当たり
手荷物料金
1個20キログラム以下、 6，000ウォン
5キログラム超過ごとに1，500ウォン追加
乗用車運賃(ウォン)
区分
5m以内
6m以内
バイク(二輪)
運賃(往復)
460.000 
506，000 
370，000 
備考
運転者1名無料
〈釜山一門司〉航路
20，000) 
2008年 6月21日に就航したばかりの航路である。釜山に本社のある C&CRUISEが運営している。
イ 運行スケジ、ユール
釜山 23:00 → 門司
門司 12:00 → 釜山
ロ 手続時間
手荷物手続
乗船手続
翌日8:30
19:30 
釜山 門司
19:30~20:00 09:00~10:30 
20:00~20:30 1 0:30~ 11:20 
9 ~ 
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ノ、 旅客運賃(ウォン)
客室/等級/タイプ 定員 片道 往復
特別室 洋室 2名 180，000 342，000 
特等室(A) 洋室 2名 140，000 266，000 
特等室(B) 洋室/和室 2-3名 120，000 228.000 
1等室
洋室(4人室) 4名
洋室(8人室) 8名
90.000 171.000 
A/洋室 8-10名
2等室 B/多人室 11、20、29、60名 80，000 152，000 
C/多人室 62名
ニ手荷物料金
1個20キログラム以下、 5，000ウォンO
5キログラム超過ごとに1，500ウォン追加。
〈釜山一福岡〉航路一高速船
2002年2月に韓国の未来高速社が釜山一福岡間にジェットフオイル船を就航させる。 2005年に
]R九州高速船株式会社が設立されて、 2006年2月に未来高速と業務提携し、共同運航するように
なった。
イ 運行時間表
1日の運行回数が他航路に比べ多い。 7月から 9月までの期間の運行時間表を見ると、 i7月25
日-8月24日」には少ない日で 1日5回 (8:30，10:00， 12:00， 15:30， 16:00)、多い日で1日9回 (8:30，
9:00，9:30， 10:00， 12:00， 12:30， 15:00， 15:30， 16:00)ある。
ロ手続時間
出発時刻の 1時間半前までにターミナルで搭乗手続きをする。旅行社・インターネットで3ヶ月
前から予約可能であるが、 3日前までに予約センターに電話で予約再確認しなければ、取り消され
ることもありうる。
ノ、 旅客運賃(ウォン)
大人 95，000 
大学生・敬老・障害者 76，000 
小人 (2-11歳) 47，500 
幼児(満 1-2歳) 9，500 
乳児(1歳未満) 無料
手荷物運賃
〈釜山一福岡〉航路フェリー
高麗フェリー株式会社が2004年7月より運航。
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イ 運行時間表
釜山
22:30出発
18:00到着
福岡
翌日06:00到着
12:30出発
19:00-19:40 
15:00-18:30 
ロ手続時間
出国手続
手荷物手続
乗用車手続 15:00-18:00 * 1週間前までに予約
ノ、 旅客運賃(ウォン)
区分 特別室
特等
シングル ツイン
大人片道 180.000 140.000 12.000 
大人往復 342，000 266.000 228.000 
小人 90，000 70.000 60.000 
学生 144，000 112，000 96，000 
手荷物運賃
1等
2等
和室 洋室
95.000 95.000 80，000 
180.500 180.500 152.000 
47.500 47.500 40.000 
76.000 76.000 64.000 
l個 (20キログラム以下)5，000ウォン、 20キログラムを超える 5キログラムごとに1，000ウォン。
ホ 乗用車運賃
車両の長さ
5m以内
6m以内
〈釜山対馬〉航路一高速船
運賃 備考
460，000 
運転者1名2等運賃含む
506.000 
韓国の大亜高速海運社が1999年に釜山一対馬間でシーフラワー号を運行開始。 2006年からドリー
ムフラワー号が就航。
イ 運行時間
厳原行:ドリームフラワ}号(D.F)14:20 
比田勝行:D.F 13:20 S.F 13:50 
区分 日 月・金
行先 比田勝 厳原
釜山比田勝 釜山厳原
運 D.F 09:10→10:30 09:50→12:40 
航時 14:20←13:00 17:50→15:00 S.F 16:35←14:45 
間 17:50←16:30 
*火曜休航
シーフラワー号(S.F)14:50 
水 木 土
1・3・5週
比田勝 比田勝 厳原
2・4週
厳原
釜山比回勝 釜山比田勝 釜山 厳原
10:30→11:50 09:10→10:30 D.F 08:30→10:50 
16:05←14:45 17:20←16:00 15:50←13:30 
釜山 厳原 S.F 1:00→13:50 
08:40→11:00 19:20←16:30 
18:20←16:00 
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ロ 手続時間
ノ、 旅客運賃(ウォン)
区分 運賃 備考
般 65.000 
学生・生徒障害4級傷痩軍人5級以上
52.000 大学院、 30歳以上除外その他の有功者・遺族
小児 (2~11歳) 障害 1~3 級愛国志士
32.500 傷痕軍人1 3級
敬老者 (65歳以上) 58，500 
乳児
優等席 (S.Fll) 73.000 
手荷物料金
〈釜山大阪〉航路一クルーズフェリー
イ 運行時間
毎日 15:10発、翌朝 10:00 大阪入港
ロ手続時間
乗船手続 13:00~ 15:00 手荷物手続 13:30~ 14:50 
ノ、 旅客運賃(ウォン)
客室区分
PanStar Dream PanStar Sunny PanStar Honey 客室料金
定員 客室数 定員 客室数 定員 客室数 (片道)
プレジデント・スイート(洋室) 2 1 2 1 2，000，000/室
ロイヤル・スイート(洋室) 2 2 2 1 2 4 705，000/室
デラックス・スイート(洋室) 2 24 3 10 3 12 225，000/人
ジ、ユニア・スイート(洋室) 2 9 2 12 205，000/人
ファミリー・スイート(和室) 4 19 5/6 10/10 6/4 12/3 185，000/人
プレミアム・ルーム(和室) 8 49 7 6 6 10 145，000/人
スタンダ}ド・ルームA(洋室) 4 24 4/6 30/30 8 6 125，000/人
スタンダード・ルームB(和室) 20 2 6/9/ 11111/2 15 4 125，000/人
20/60 
スタンダード・ルームC(和室) 30 2 2/6/2 1/1/2 80 1 125，000/人
手荷物料金(ウォン)
20キログラムまで8，000ウォン。
20キログラム以上5キログラムごとに4，000ウォン追加。
〈釜山一金沢〉航路ークルーズフェリー
2008年6月から就航したばかりの新しい航路である。金沢港では金沢みなと会館のフェリーター
ミナルで乗降する。船はパナマ国籍のPANST AR HONEY号。東日本フェリー(画館市)が韓
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国の PanStarに運航委託して実現した。
韓国語のパンフレット(8月末現在)、 ホームページ (10月下旬)はまだない。
イ 運行時間
Pan Star Cruise Ferry (汎星杜)の〈司叶(ハニー)号)が週1回、 1往復している。月曜11:00
に釜山港を出て、水曜9:00に金沢港に着く。金沢は水曜19:00に出て、木曜16:40に戻る。
ロ手続時間
乗船手続
手荷物手続
ノ、 旅客運賃
月曜
月曜
9:10-10:30 
9:30-10:30 
客室区分
プレジデントスイート(1窒)
客室料金(片道)
250，000円
ロイヤルスイート バルコニー(1室) 90，000円
ロイヤルスイ}ト(1室) 85，000円
バルコニースイート(大人1名様) 25，000円
ヨットキャビン(大人1名様) 23，000円
ファミリーキャビン(大人1名様) 20，000円
プレミアムルーム(大人1名様) 17，000円
スタンダードルーム(大人1名様) 16，000円
ニ手荷物料金
20キログラムまで800円、 20キログラム以上は 5キログラムごとに400円。
この 6航路の出発・到着は閏際旅客ターミナル(旧第一埠頭)に集中している。以前はロシア、
中国への航路もあったが、それらは現在、束草港、木浦港へ移り、釜山港の海外航路は日本向けの
みに特化した。
釜山港との聞にこれから航路開設が伝えられている港として、広島 (2008年度)・佐世保 (2009
年)・小倉(未定)がある。
( 4 )その他の日韓航路
釜山以外の港でも日本との聞に旅客航路を開設する計画が伝えられている。
束草新潟ロシア
東海一境港ーウラジオストック (2008年夏就航と伝えられていたが、未就航)
東海敦賀 (2008年秋就航と伝えられていたが、未就航)
浦項迎日湾港一日本側未定
3.むすびにかえて
本稿で、人が漕ぐ船での日韓聞の海峡横断が可能であることを見た。しかし、この海は対馬があ
ることで、海流が行く手を阻まれ、狭くなった海峡で急に流れの速度を増す。天候が良くても、手
漕ぎ舟では渡りやすい海峡ではない。
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ヨットはもっと速そうに思えるが、海峡横断ヨットレースの優勝タイムでも、遅い場合は 2日が
かりになった。レース途中で棄権して横断できなかった場合もあるだろう。
この海峡を渡るには、上で見た旅客船以外にも漁船、およびその他の動力船(仕立船)による往
来が可能である。本稿ではそこまで視野を広げていない。また、密航・密輸も関係するテーマであ
るが、別稿を期したい。
ではカヌーによる渡海は難しいと記載したが、改めなければ
注
( 1) 2004年より島内 6町が合併して対馬市となる。
( 2 ) 日韓親善友好の船、 242頁。
( 3 ) 日韓親善友好の船、 135頁。
( 4) 前稿 (MATSUMOTO 2008) 
ならない。
( 5 ) 同上。
( 6 ) http://www.jsaf.or.jp/genkaij 
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付記
本稿脱稿後、<釜山一一門司>航路、<釜山一金沢>航路が停止されたという情報を得た。あまり
に短命の航路であるが、石油価格が急に高くなったり、円に対してウォンが非常に安くなって、韓
国人客が見込めなくなったりしたことに起因しているのであろうか。一時的な停止にすぎないのか、
未確認で、ある。
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